
令和７年度（2025 年度） 事業計画 

 
             運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 
             施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか  

 
 
１．運営方針  

 地域と共に“わたしらしく生きる” 
昨今の介護人材不足は生産年齢人口の減少と医療・介護の需要急増など

「２０２５年問題」として深刻化しており、当施設にもこの波は押し寄せ

ています。人材確保と育成は喫緊の課題であり、同時に入所者への介護量

の重度化は従来の養護老人ホームの範疇を超えた対応を迫られています。 
今年度の永寿園とよなかは、昨年度より取り組んできた「介護 DX 化」

と厚生労働省が進める介護現場における「生産性向上」の推進についてＰ

ＤＣＡサイクルにのっとり取り組みを継続します。 
また、昨年度、法人が「健康経営優良法人」の認定を受け、職員が安心

して長く働ける環境を整備し、心身ともに健康で、何事にも情熱をもって

チャレンジし続けられるよう様々な取り組みを行っています。外部機関の

力を借りながら職員のメンタルヘルスに関する知識や職員間のコミュニケ

ーション力の向上を図り、業務の省力化による時間外労働の削減に向けた

取り組みを進め働きやすい職場づくりをすすめていきます。 
地域における公益的な取り組みについては、地域のすごし場「りんくて

らす MOE」として多世代の地域住民が気軽に過ごす場所として地域交流

室を定期的に地域に開放します。また、今年度も地域公開講座を継続的に

開催し地域住民の多様化するニーズに対応し、高齢者から子育て世代や子

どもまで幅広く参加できる講座として定着させます。 
引き続き包括的支援の入り口として、地域における社会資源として認知

していただけるように取り組みます。 

 
２．重点項目 

  生産性向上と ACP の充実を両輪とした重度化対応の実践 
（１）昨年度、４階部分を比較的介護量の少ない一般入所者の居住区域にする

為、入所者の移動をお願いした上で、廊下等の共用部にＡＩ対応人感カメ

ラを設置し、施設全体に整備した Wi-Fi 環境を利用したインカムシステム

と併用することにより、常時介護が必要な特定施設入居者生活介護契約者

と介護職員を 3 階に集中し、4 階入所者の安全を遠隔確認しながら職員間



の連携も図り、より介護の必要性が高い入所者の近くで介護職員が活動し

易くする状況を作り上げました。 
今年度はさらに3階部分の常時介護を必要とする特定施設入居者生活介護  

契約者の方を対象に、ベッド上に設置して睡眠や活動の状況を把握できる見

守り機器の導入を検討します。職員が不要な巡回をすることなく離床や体調

の急激な変化を遠隔で確認でき、また、得られたデータを分析することでよ

り良い夜間の睡眠と日中の活動につながるケア計画の策定が出来るよう検

討していきます。 

 
（２）家族関係や持病の状況、価値観や希望に沿ってACPの充実を図り、入所者

の自立を促し、様々な背景を持つ方の個人情報漏洩に気を付けながら地域の

中で役割を持って活躍できる場所として、施設内や屋上庭園での軽作業や喫

茶・パン販売などの運営などを地域住民との共同で行える環境づくりを進め

ていきます。また、前述のICT機器を活用し養護でもムリなく看取りや認知

症対応など介護の重度化に対応可能な環境を構築していきます。さらに、身

寄りのない方の「終の棲家」としてご本人に寄り添い行政と協力しながら看

取りまで実施できるマニュアルの策定など看取り体制の構築をすすめてま

いります。 

 
（３）業務の棚卸しを通じて細分化した業務のうち、介護技術の不要な単純作業

についてICT機器の活用や介護技術の未熟なスタッフ（外国人材や障がい者

雇用）の活用につなげマニュアル化し、これを定期的にアップデートする方

法を確立し、全体の生産性向上を図ってまいります。 

 

（４）契約を締結している要援護高齢者短期入所事業について、引き続き行政や

地域包括支援センターからの依頼に対し積極的かつ、スピーディーに対応し

ていきます。また、利用にあたって理解が難しい、養護老人ホームや要援護

高齢者短期入所事業の制度や利用対象者の範囲などについて、地域の診療所、

病院のＭＳＷや地域包括支援センター、ケアマネジャーなどへの連携と丁寧

なご説明を心掛け、必要な方へ迅速な支援が届けられる様取り組んでいきま

す。 

 

３．地域公益事業 

   地域のすごし場「りんくてらす MOE」 
永寿園とよなかの理念「その人らしくここで・・」をモットーに、施設が

地域と共にあり、入所者が地域住民として “わたしらしく生きる”ことが



出来、永寿園とよなかが地域に根ざせるよう努めます。 
昨年度より取り組み始めている不登校児や長期休暇中の昼間独居となる

児童が安心して過ごせる場所の提供について、今年度はさらなる充実を図っ

ていきます。 
具体的には「りんくてらすMOE」として、保育の園庭解放、入所者運営の

MOEかふぇ、移動販売等広く誰でも利用可能で相談支援につなぐ事も出来

る居場所として毎週開催を目指し多世代住民の相談支援活動と入所者自立

支援活動を実施し地域との交流を深めてまいります。この活動を通じて、特

に他の登校拒否児童に対応している地域組織や児童のすごし場を提供支援

している組織などとも連携を図り、子どもから大人まで気軽に集える場所と

なり、社会とつながる機会を提供してまいります。 
また、地域住民参加型のイベントでのボランティアやMOEふぁ～むや屋

上庭園での農耕体験、普段からの特養・養護フロアでのボランティアなどを

受け入れ、施設を「地域に開く」のではなく、元々地域の社会資源であるこ

とを認識し、「地域で使い合う」場所となる仕組みづくりをします。 
さらに、地域公開講座について、施設開催型と職員派遣型出前講座を織り

交ぜて実施し、小学校・中学校・高校などへ職員を派遣し認知症サポーター

養成講座の出前授業を実施して認知症の理解と地域の社会資源としての認

識を促進する機会を創出するなど、より使いやすく永寿園とよなかの機能を

ご利用いただけるよう取り組みます。 

 
４． 施設管理 

    開所１２年目を迎え、経年劣化に伴う建物設備等の不具合が断続的に

生じ、日常のメンテナンスを継続して実施しております。 
日頃より、定期的な点検を実施し、早期発見、こまめな修繕を行うこ

とで、大規模で突発的な修繕に至らないよう努め、建物設備等の適正な

施設管理を行います。 
 

５． 労務管理 

職場環境の整備として、毎月開催の衛生委員会や生産性向上推進委員会

を中心に５Ｓの視点で安全な介護環境と働きやすい職場環境を整備しま

す。 

介護の重度化に対応する為、介護技術向上が喫緊の課題であり、併設す

る特養での実践研修を計画的に行い職員の介護技術の向上を図る事で、安

心して働ける職場づくりを行います。新たに採用した無資格の職員には介

護福祉士の取得に向けて初任者研修、実務者研修などの案内を行いスキル



アップの支援を行います。 
充実したサービスを提供するための体制として、介護現場における生産

性向上に取り組むべく、ICTの導入による業務効率化を図ることで業務上

の「ムリ」「ムダ」「ムラ」をなくします。業務をより安全に、正確に、効

率的に行うことで、職員の業務負担を軽減します。また、外部機関（株式

会社こころ機構）のメンタルヘルス研修の複数開催やLINE等でカウンセ

リング継続実施、法人産業医によるメンタルヘルスに関する相談窓口設置

などを通じて、職員のメンタルヘルスに関する知識や職員間のコミュニケ

ーション力の向上を図り、メンタル不調による休職や離職率の低下を図り

ます。施設内では、管理者からの職員面談に加え、正規職員のアドバイザ

ー選任・担当制により、日々の業務における不安・要望などを気軽に相談

しながらタイムリーに改善を図り得る風通しのよい職場環境を整えます。 
その他、人材確保の観点では、特定技能外国人の受け入れや、日本語学

生の受け入れを先駆的に行い、福祉分野の深刻化する人手不足に対応しま

す。 
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